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公表 放課後等デイサービス●業P情における自己評価総括表

o事業所名 からふるドロップ

(蝶護者評価実施螂・ヽ 2025年  2月  1日 2026■  2月  23日

〔ヽ保護者評価有効回答数 (対象者故) ,,

い従業者評価実た期枷
2025年  2月  1日 2025年  2月  28日

()従業者
`マ

イ面有効口答教 ■1ヽ ..よ・

(,事業者向け自己評価表件成日
2025年  3月  1日

O分析拮呆

甲彙11の強み (※ )だ と思われること
※より強化・充実を図ること獅 待されること

工夫していることやは誠的に行っている取組● さらに充実を図るための取組等

子どもたち口士の交驚が多く.音段の

“

わりに風えてSSrでの

,雷も
`,つ

ているため.語,の増加や襴旧維の強化.人間関

係の1ク′0口■が用行できます.

at,r\dto*araa y +>4a t +a€Etrf sa
=, - > a > xa,Dar, \riri 69h tlazsrarE&rrrL\.

関1)りの中でスタッフの介入をξ力IIら し.子ともたち岡士

で話し合うことで協力することや崎に(よ旧手てつ意見に合わせ

ることなど.今鶴 港で必要になるコミュニケーシヨンス

キルを:」夕 できるような状況づくりを行しヽます.

事施設(`フ レイルームを併段しているため.t"の
'o運
動を

行うことがでさます.

バランス感覚や体力・

''力

など.利用者の方によつて■う

推々な悩みに合わせたサーキットやみんな遊びなどの取り,E

みも行つています.

運動感の強いと取り組みだけて',(.みん
'こ

遊びという形で

鬼ごつこや大縄乱びを行うことて.運動がき手な子でも
't抗感なく体を動かす活動にお加できるようにしています.

フリントを用いた学ヵ面での個別課題|〔加え.興橋や音楽猥

法.英語など.幅広ぃ分野の取り組みを行つています.

全ての分野において.それてれの
`癸

階に合わせた内口を

“

鉄

できるよう.心がけています.

彙団での活動だと参blが整しい子もいるため.0別での取り
組みも行うことで子とも自分のスキルを最大限に発揮褒 る

場面も作つています.

●菫所の弱み (※ )だとBわれること
※い露新の凛題ゃ改善が必要だとBわれること

事業所として考えている課饉の要因等 改善|[向けて必ヨな取組や工夫睦 な点ヽ

スタッフの専門性の偏つが生していたり.子どもの特性に対

する理解をより深める必要がある.

すべてのスタッフがあに同じ児意に接せれるわけでは'`いた

め.理解が成くなつてしまつている状蝦もあるとうえられ

子ともの様子に変化があれ|メ|■報共有を行い.対処法なども

伝えあう.また.研修などへのレ加も積極
''に
行なつてい

似えような腋り組τ,に落ち着いてしまつている. 新しい取り媚みに対してどうしてもエケい蒻のある子ど0がい

たり.子れ によつて取リロめることに差があること凛 困

であると考えられます。

奎ホ的に新しいものに痴職するのではなく.今行なつている

もの中 を少し

'つ
曇{ヒささまきまた違E峰,,取り餡みを行

地域とのつな
',り
の気
=さ

コロナ禍以来.地域での活動などが減つてしまつたことで.

¨ 方々との関わりなどが葉けてtヽないことがい口である

lj■で開催さねているイういなどへのな加を繊討する

211 iloA.s)

「

~I三
コ



(別紙 4)

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果
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公表

事業所名 からふるドロツプ
公表日 2025年   3月   1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・
体

制

整

備

1 利用定貫が発達支援掌等のスペースとの関係で適切であるか . 0

利用定員やこどもの状態等に対して. 鴫員の配置数は適tのである

か。
O

3

生活空 1.5は .こ どもにわか りやすく構造化された環境になつている |

か。また.事業所の設備等は.障害の特性 に応 じ、バ リアフリー化や

情報伝達等.環境上の配慮が適切になされているか .

O

4
生活空間は.清潔で.心地よく週ごせる環境になつているか。また .

こども達の活動 |こ合わせた空間となつているか。
0

5
必要に応して.こ どもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になつているか .
0

業

務

改

善

業務改善を進めるためのPDCAサイクル (曰標設定と振り返り)

に.広く餞員が,画 しているか。

保饉者向け評価表により.保饉者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。

定期的なモニタリングの機会を設け、そのモ

ニタリングの結果と書段の児の様子を踏まえ

た,―ビス提供者会議を行なつています.

職員の意見等を把握する機会を設けており.その内容を業務改善につ

なげているか。

評価や日常的な話 し合いにより.改善できる

部分は日頃から変更 しています .

第二者による外目,評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

10
職員の資質の向上を図るために.研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか .

11 週切に支援プログラムが作成.公表されているか. ○

12

個々のこともに対してアセスメン トを達切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析 した上で.放観後等デイサービス計画を

作成 しているか。

○

13

放課後等デイサービス計画を4成する際には.児童発達支援管理責任

者だけでな く.こ ともの支援に関わる職員が共通理解の下で.ことも

の最善の利益を考慮 した検討が行われているか .

O

14
放課後等デイサービス計画が職員1.3に共有され.計画に沿った支援が

行われているか 。
O

15

こどもの適応行動の状況を.標準化されたツールを用いたフオーマル

なアセスメン トや.日 々の行動観察なども含むインフオーマルなアセ

スメン トを使用する等により確認 しているか。

○

立彙した計画を元に、日々の様子の評

`面

を

行つています .

16

放課後等デイサービス計画には.放課後等デイサービスカイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」. 1家

族支援」.「移行支援」及び「地域支援 ‐し域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら.こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で.具体的な支援内容が設定されているか.

0

1フ 活動プ[〕クラムの立案をチームで行つているか.

適

切

な

支

O

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果

2

6 0

フ 0

8 O

9

O



援

の

提

供

18 活動プログラムが固定化 しないよう工夫しているか . 0

19
こともの状況:.応して.個別活動と集団活動を通宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し.支援が行われているか.
O

20

支援開始前〔.国鷹員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し.チームで連携して支援を行つている

か.

O

事前の説明に加え.用紙やアフリでの情報共

有及び役割分担を行つています。

21
支援終了後には.鴨■間で必ず,合せを行い.その日行われた支援の

振 り返 りを行い.気付いた点等を共有 しているか。
0

職員間で気付いた点や一貫すべき点は連絡

ノー トを用いて共有しています。

22
日 の々支援に関して記録をとることを徹底し.支援の検証・改善につ

なげているか.
O

日々の連絡帳に加えた評価や個別課題の取 り

組み状態の情報共有などを行つています。

23
定期的にモニタリングを行い.放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を刹断し.通切な見直しを行つているか。
O

24
放課後等デイサービスガイ トラインの「 4つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
0

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等.自 己決定

をする力を育てるための支援を行つているか。
0

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に.

そのこどもの状況をよく理解した者が参画 しているか。
O

27
地域の保健.医療 (主治医や協力医療機関等).障 害福祉 .保育.教
育等の厠係機関 と連携 して支援を行う体制を整えているか .

0

学校 との情報共有 (年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等).連 絡調整 (送迎時の対応. トラブル発生時の連絡)を遁
切に行つているか。

○

2つ
就学前に利用 していた保育所や幼稚回.認定こども回.児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス●業所等

へ移行する場合.それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

31
セ域の児童発達支援センターとの連携を図り.必要等に応してスー
パー′ヽイズや助言や研修を受ける機会を設けているか .

32
放課後児童クラフや児童館との交流や.地域の他のこともと活動する

機会があるか。
O

33 (自立支援)協議会等櫛 的に参加 しているか。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い.こ ともの発達の状況や課

題について共,藉理解を持つているか。
0

蓼族の対応力の向上を図る観点から.家族に対して家族支援ブログラ
ム (ペアレン ト.トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会
や情報提供等を行つているか。

36
運営規程.支援プログラム.利用者負担等について丁寧な説明を行つ

ているか。
O

3フ

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こともや保晨者の意思

の尊重、こともの最薔の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。

O

「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い.

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか。

28

0

35

38 O



保

護

者

へ

の

説

明

等

3つ
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切 fご応し.面護や必要

な助言と支援を行っているか .
0

40

父母の会の活動を支援することや .保護者会等を開催する等により.

屎護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また .

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

41

こともや保護者からσ着情:こついて.対応の体制を整備するととも

に.こ ともや保護者に周知し.苦情があつた場合にも
=か
つ適切に対

応しているか。

42

定期的に通信等を発行することや .HPやSNS等を活用することによ

り.活動概要や行事予定.連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信 しているか .

O

現在連紳帳での1冑報共有しかできていないた

め.今後はSNSを用いていきたいと考えてい

ます.

43 個人情報の取扱いに+分留意しているか .

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか.
0

45
事業所の行●に地域住民を招待する等.地城に闘かれた事業運営を

図つているか。
O

地 :域の夏祭 りに出店 し.地域の方との交流の

1艦会も設けています .

非

常

時

等

の

対

応

46

事故防止マニュアル.緊急時対応マニュアル .防犯マニユアル、感染

症対応マニュアル等を策定し.職員や家族等に周知するとともに.発

生を想定 した訓練を実施 しているか。

マニ]アルだけでな く.定期的な避難訓練な

どの実践を行うことで職員間での動きの確認

をし.よ り理露を深めています .

4フ
業務継続計画 (eGP)を 策定するとともに.非常災害の発生に補え .

定期的 :こ涯難.教出その他必要な」1線を行っているか。
0

定期的な遊難ヨ1練を実施 しています。

48
事前に、服案や予防接種.てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
O

49
食物アレルギーのあることもi(ついて.医師の指示書に■づく対応が

されているか。
0

現時点では食勁アレルギーを持つ利用者の方はい

ませんが.今後利用される方にアレルギーカ'あれ

ば医師の指示のもとに行動できるよう

…

■

安全計画を作成 し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等.安全管理が■分された中で支援がイテわれているか。
0

51
こともの安全確保に関して.ま族等との迎医が図られるよう.安全計

画に基づく取組内容について、塚族等へ周知しているか。
O

52
ヒヤリバットを事業所内で共有し.再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
0

53
虐待を防止するため.職員時 を確保する等.適切な対応をし

ているか。
0

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて.組織的に決

定し、こともや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で.放課後
等デイサービス計画に記載 しているか .

O

0

O

50
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